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目的　 洗た く機用Ｋ 市販さ れている二、三の洗たく用具について、その性能を評価

し、その有効左利用について検討し た．

方法　洗たく用具（1.　 くず取!> 用具　2. 洗たくネット3. 洗たく補助具 ）に

つい て、二槽式電気洗た く機を用い、そ れそ れの性能を検討した．

１　　くず取!）用具： ぐず取!）効果（ 水流の強弱、 取!）付け 位置、時間の影響 ）

２　 洗た くネット　：洗浄力、 毛製 品の収､縮性、衣服の損傷にお よぼ す効果

３　 洗たく補助具： 洗浄力にお よぼす効果

結果

１　　くず取 夕用具

くず取 や効果は認められるが、水流が弱いと効果は 減少する. 取!）付け位 置は 水面下

にくぐらせると効果が大きい・

２　洗たくネット

防 縮ウール製品は 洗たくネット 使用によI? 、洗たく機（ 弱水流 ）洗いが十分可能であ

る． 衣服の損傷は洗たくネット を使用する こt  に より防 止することができる･    洗浄力
は洗た ぐネット使用によや減少する．

３　洗たく補助具

洗浄力に訃いて、特に著しい効果は認められない.

定
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B －18 ろう|寸つ染めの顛一兜 （ 第b 報 ）ロり層に つい て

大阪薫英か珍

目的　ろうけつ梁めに乃゙ いて、ロウ<n ]

の厚さ以J二icすることば、前報 までによ ヤにと ゐ･'j 乙’ある。 免分な 厚亡を得ゐrりり

一般的に心 、Z 産雌 き. 3 農場きとい■, reロウを重鈴ゐ方旅沁行心幻北･乙いる。
こりi% 呑重ねられpc ロウ､^.　£い に融 羞しなけれ＼ざならなし1. 蒐右 飴^2f ・ ロ勺む

融l す るr-c めK  Id、 ロウ抽 き時 の盾 度奢侈,   比熱 、凝 集力.   融蕉（ 凝固点)   fj ど’の卑

徊肖㈲依々ゐと考え 、これら"I 潮 気を行 ない.    ロ ウ拒き1  回数 と/I さ･･ 嘲ii: i 検討 に
こコn.ら掌凶と め脚ま を着琳しｎこ．

実験 試料 は前報､司謀、 乖収・ 台ロ ク、末ロウ, げ クワ
インを使用し、ロウ祁 き寿､り

ロウ の表面濠 盾．諺時変化id-. サ ーミスタ ーを用い て刻気しaこ.    J R  屋合^  べより応･

紅 乞剛 気レ 凝 集かi 表面張力n% 嘘 にょ ■) %  ぬし. 融^ ヽヽ 凝1S 乱a £ 細 管茲に^  ･)

順 定しμ．-  か ロ ヴj  のモヂル £作僣^  .   2 層I  り ロ ウ<n 廬度々 ／層n  のa ウの盾

崖にh' よ ぼ有影 響 を測 定しre.

秘 果　 口々箱 き£ 重鈴尺場/きヽのロウ層o 厚さ/ﾌ増大･-A、白ロウ.   太口 々に比々I? ラ

フィソl<.顕 蔦にゐちれ^ 。 こ>K.K ついz  は、比 剱 、凝固低 ．".   目・ラフ４ン）朱ロラ>  白ロ

ブr  h  'j. 凝僅 々は． 台n ウ 〉木ロウン ハ"ラアインであ 、re これらの結 集ヵ^/  ラフィッ

刄ロヴ.   白ロウの厚さに衝蓬おあゐのて.はな い∂ヽ £^ えφiK.3 ．3 K こ､り雌 向は.    2

^  B /）ロウの廬 度･^`、/ 層 目め口々 の濠 漫 尺ぢむrt 影響にフ ロ ても＼司楳 埓こi  八い
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